
章一一一第 児童生徒の組解について

小・中学校の児蛍生徒が歴史を学習するというととの意味を「描かれた歴史像を理解するという過程を

通して，自らの歴史像を再構成するとと Jだと一応規定した。そζ で ，捕かれた歴史像については，第

二章で述べたので， ζ の章では児量生徒が歴史を理解するということはどういうととをいうのかについ

て述べるととにする。

理解というととの意味は，ぞれが用いられる場によっていろいろある。たとえば ，心理学の用語とし

て'理解11 (Comprehension)を本質解明の思考とする場合が多いようでああ。 しかし ，ととで

われわれがいう意味はもっと学習指導主いう実践的な立場から'煙j札を'わかる，というようにいい

かえて ， 'オフかる，という ζとが具体的な場にあって，どのような様態をもって示されるかを見ること

tこする。

乙の研究で，児箪ー笠徒が学習するのは，いわゆる臼本歴史であり，世界史であるので，児童生徒が，

「描かれた歴史像をわかるとしづ過程を通して自らの歴史像を再構成」できるために，捕かれた歴史像

をわかるということはどういう ζとなのか，さらに ，自らの歴史像女再構成するというととは ，どうい

うことになるのかについて具体的にみるととにしえし、。

I 児童生徒の歴史理解

1 児童生徒が自らの歴史像を描く (再構成〉能力 〔歴史を理解する能力〕

子どもたちが ，描かれた歴史像を理解し，白内の歴史像を描ぐととのできfるためには，次のような諸

能力(思考力〉が育てられなければならないであるう。ととで示す能力(思考力〉は一応，児童生徒が

学習する際に用いると思う，具体的言語表現をもってあらわしてみえ。要するに ，子どもたちが歴史を

理解するためには ，次のよう念形式の自問自答ができあと いうと とであろう。

。 ぞれは何か

。 ぞれは何をしているのか

3 ぞれはいつか〈いつどろか)

。 ぞれはいつまで続いたか

。 ぞれはどのように変ったか

。 ぞれは何からできているか

(どのよう念仕組みになっているか〉

(どのよう衣はたらぎをもっているか)

(どのような部分から在っているか)

(その形状はどうか)

a どのような点がちがうのか

品 どうしてそのことが解るのか

。 事象・人物の認知

3 行為・行動の認知

。 存在の認知(時間的〉時間感覚

。 時間的連続の認知・時間的長さの認知

。 時間経過による変化の認知・時間的前後によ

る異同の認知

。 諸側面の分析

(機構)

(メカニズム・活動・機能〉

(分割)

(形質)

a 分析，比較 ，判断

。 よってたつ樹処を問う(定理，原理 ，法則な
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どうしてそういうととがいえるか

。 それはどういうととなのか

・0 ぞれは何とつながDがあるか

。 なぜか ，どうしてか

。 ぞの人聞はどうしてぞのよう左ととを

したのコか

。ぞれはどのような時代か

3 ぞれはどのように発展したのか

どを出発点にして〉

ロ意味を問う

。 相合関連・影響

。 因果関係の把濯 (目的的に分析し， 二つ

の事象の聞に連鎖が成立する。 一つ一つの

鎖はそれにかけつる知識であ!J，根底は直

観に依存する〉

。人物の班点 (行動の客観的原因 ・動機

目的・社会的意義を明らかにする)

。時代の特色，概念の把握 (総判的判断)

。社会，経済，政治 ，文化念どの諸婆素が互

いに因果関係をもちながら，相関連して発

展してい〈とと

新しい時代の傾向はすでに前の時代の未期

に徴候を示し，前のlド子代の傾向が新しい時

代の初期に残ってやがて消滅してい〈とと

時代から時代へ発展してい〈力や，その発

展の方向はどうであるか。

以上のよう念子どもたちが歴史を理解する能力は ，心理学的にはどのよう左心理のメカニズムによる

ものであるか考察する必婆がある。さらに.，思考力について考える場合，いわゆる， '手の思考グから

論理的思考に進むととが ，子どもたちの思考力の発遂を意味するならば， ζのような歴史を理解する左

いう思考は ，論理的思考といわれるものと ，どのような関係があるかについて考察する必婆がある。以

下， ζの二つの観点，す左わち ，心理的念メカエズムとしての解るというととと，ぞれが論理として成

立するというととは ，どのよう念論理構造が構成されるのかの二点から考祭を進めるととにする。

ζの問題を考察していぐ際にまず問題になるととは，理解する場合 ，何を;理解するのかという理解対

象についてである。ぞれは ，理解対象の存在形式に関ナる問題であ!J，その存在形式に対応して，子ど

もたち〈人間)の理解する心理過程は変って〈ると考えるからである。

そこでまず，理解対象の存在形式について考えてみるととにする。

実際，子どもたちが学校において学習する場合 ，その学習対象がどのような存在形式をもっているか

をみると ，次のように大別すゐ ζとができる。 (ζ の存在形式の介類r.t.デイーノレの抽象の円推による

ととるが大さし、。)

現象 4 事物 ・ 実態(例えば・遺跡 ・ 遺物・史跡・土器・石~念ど)

↓ 
模型 .テレビジョン・映薗

j 
v::r-rlラジオ・写真絵
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以上のような抽象の度合によゐ存在形式の分類で，その両極として，現象‘事実・笑態とコトパ

文字とが対立しているが ，一方はもっとも具体的であり，他の一方はもっとも抽象的左ものである。そし

て，その中間にある存在形式は一応上から下へ進むにつれて，その抽象のl変合はますます高ぐ在ってい

ぐわけでああ。とのように ，学習対象， ~，~、かえれば，教育内容を表示するj彰式の相違によって，その

学習過程はそれぞれ違って〈ると考えるわけであるが ，それでは，どのように異なってくるか ，次にみ

ることにする。

2 認識過程と理解過程

との問題について考察する場合，抽象の度合のもっとも低い場合ともっと高い場合の両優についてみ

あととによって典型的なものす示すととがで台るので，まずとの両者についてみあととにし，ついで，

との両者の問に位賀する，それぞれの存在形式に対応する認識(理解)過程について考察す1.J乙とにす

る。

A 現象 ，事物，事象を認識する過程

心像ー→'心像一般 概念一勺 ~~IJI祈 1

み I ~蜘ー輸の形成
I I① @  

抽象 l① 1"'" 
(分析←一一一--総合〉十一一〉判断」

↑ 姶象 I . ↑ 

φ① l 

① ②|①↓  

現象ー→感覚一一，まu']主+一一歩認知

:⑤ 
慨念」

:8) 
T__ーコトパの定式

(主語+繋辞+客語)

し ーコトパが与えられる(既有概念の下に入れる)

上に図式化して示した7~が，認識の一般的な過容であるが ， ζ の認識の過穆が発動し展開さされるた

めには，目的追求的の構え(問題意謙)がなければ左らまいととは申すまでも乏し、。しかし ，たとえ ，

問題意、殺があって認i散が行なわれていったとしても，必ずしも目的達成に主で到達する左は繰らなし、

ぞとで ，その目的達成が阻害されあのは ，との認識の過程のどの段階かでつまずいた!?，誤った目する

かであろう。そ九で，認識過程のおのおの 段|併で，それぞれどのような生理的 ，心理的 ，論理的機能

がはたらどものか追求するととにすゐ。

邑) あらゆる認識は感覚を過しておこなわれるよの意味で，との閲箸は慕底的なf治切をもつものであ'

るが ，ζれは経験， 笑践主しておとなわれ認識の確かさを保証するものでああが， 一面 単 なる感覚の

段階にあっては，全体としての刺激はあっても，ぞれを部分に区別するまでにいたら念ぐ ，意識的にと

らえられ左い|煤.1)，すなわち，知昆の段階に進まない1¥艮D忘:;h..去るか ，無意識の層に沈でんするかであ

為。さらに感覚は刺激の強弱ιよって左右されゐ ζ とが多いので， 児童の場合，特に低学年になれば念
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るほど.教師の意図する目的の万l句に向かわー月，1J~立の強さによって ， あらぬ方向に進みがちであj) Iζ 

とに教師の指導にじゅうぶん在意し乏ければならない問題がある。

② 匁J覚幻.全体から部分を区別するはたら?rを意味する。そして ，そのはたら斉の結果として{.-{象を

イメェージする。

③ イメェ ージされた心線ttI IriJじ範おの場象を何回も経験するととにより心像一般に高められ保持

さオ1る。

乙の喧)@のはたら夫は思考や問題解決の場合重援なf町内をもつものアあj)I とれがあるとないとでは

実践的蝶組の解決を有効なものにするかどうかに採ぐ凶係する。

(1) aO知ttいわゆる意味づけである。 ζ の意味づけがおとなわれるというととは ，現象に対応するコ

トパカリ討し、られる ζとであって ，ζ とにコ トパの使用が出てぐる。語、味づけをするとい う場合は ，ある

事物 ，事象についての名詞を与えるような低次の段階から， m象についての社会的左意味づけのように

高次のものまでもあって ，戎る場合には認識そのものと認知を蹴ぎかえるようなものまである。しかし

ととア考える場合は ，むしろ低次の段階のぞれをいっているのアあって ，先に示した歴史を理解する能

力のうちア，認知としてあげた項を参照されたい。

たとえば石器を示して I rこれはイiijか Jという問に対して 「セッキ Jと答えるような劇箸へと進むので

あるが，との際の認知は判断を含めて<~。

さて I r乙れは何か Jという問に対して ，その事物，事態に対応するコトパをもっていて答えるとい

うような低次の沼知の場合アも，その認知がなされる心理機能はそう単純なものではない。

まず ，たとえば石斧た示して「 ζれは何か」と問うた喝合 ，その問うているのはその名称なのである

から「セキフ」あるいは fイシオノ」と答えればよいととになあ。し:小し ，もしその子どもが石斧をは

じめて見 ，石斧というコ トパを知内泣い主舎には何んともキ客えようがないから f知内ない jとか「わか

らない Jと答えあヤあろう。その場合でも ，rζれはイ11)か Jという問の内容が単に名称を問うものでな

< ，いろいろな意味も含まれているから ，とのよう念問の茨城。を「これは何だろう Jとか「何した

ものか」とか「何かの道具 Jとか，子どもたちは問うととるの意味を考えはじめるにヰRi岳ない，ぞの意

味を考えるというときに子どもたちの考える過容は ，おそらぐ第ーに過去にそのようなものを見たとと

はないかと過去経験にさぐりを入れるにちがいない。その際， ζζに示した石斧と金ぐ戸jーのものを見

るととはないのであるが ，他の石器を見たり ，その用途などを聞いている子どもは，ぞとを手がか Dに

して考えるアあろう。そして，その手iJ;か Dになるのは，石総の形についてか，石という材質の同一位

についてか ，である。 ζζに過去組成にある石器について分析がおとなわれていることにわれわれはじ

ゅうぶん注意する必要がある。 そして ，との分析を総合して ，ぞ ζに示された石斧は石器でないかと

判断する。とのような思考の過程は以前に石斧を見「セキフ jあるいは fイシオノjというコトパを知

っていると告の:@移もほとんどかわらないと考ーえられる。したがって認知の機能の中には ，分析 ・抽象

(捨象)・総合の思考が当然合まれるのアあj)，ぞの|燦，分析がロJ能念のは ，介制部分に対応ずるコ ト

パをもっていあかhである ，ただし ，石斧ι対して「セキフ jあるいは 「イシオノ jという名詞は与え

るよDしかえがないのであって ，とれ自 体を子どもに考えてf'f.j)出すなどというととは決してあD併な

いのアある。

以上述べたととには ，もはや@片こついての考え方が含まれて米ているので，@については改めて述ぺ

なu、
-5 6ー



⑥概:卸~成について，概念というコトパの意味もいろいろいわれていて ， たとえば ， 矢田部達郎氏

の「概念とはそのものにか Lわるその人の過去経験の総体」であるとか ，構沢武久氏のように 「思考を

支えるものJとか ，:1速の心怒学で一般に用いるように 「本質表明の思考」とかなどである。しかし ，

これらに共通していることは 「概念はコ トパによってあらわされる 」あるいは「概念はコトバに依存し

ているJということであるa このことは概念に対して心像がふり ，これは具象性をもっているという と

とにおいて区別される3 そこで，われわれは概念をつぎのように ，一応規定してみた ，r概念はそのも

のにか Lわる ，その人のもつ待造的言語場Jぇ，ここで言零場之いうことについて少し説明しておく。

言語場たもヴ概念は元来言語学において用いられたものであって ，その意味はピエール，ギロ・噂によれ

ば 「語のIi品における連合の網」である。そこで，われわれが概念の形成主いうことを考える場合に ，そ

の形成の結果として成立するそのものにか Lわる言濡場の精進はいかなるものかということになる。こ

の構造についてどう考えるかについては，論理学の立場から追求するこ之が効果的である主思うので節

を改めて述べるこえにし ，一応ここでは概念の意味規定か述べるのに止めておく。

@判断の成立について ，判断は概念守操作することによって成立し，その操作はコトパの定式すなわ

ち，@主語+繋辞+客語の形をとる こたである。この論理一的機能についても鮒な改めて述べる。

⑨ 推玉県[1主判断と半Ij簡を前提にして ，そこから新しい結論を導き出す包考である。この思考が成立す

るためには前提になる判断そのものう:主ず正 しく なくてはならないが ，正しい判断を前提にしているか

らといって，正しい総論が導き出される とは限らない，この点についても節を改めて述べる。

ω 埋論む形成，ここでいう理論の成立は必ずしも客観的なもののl求立を意味するわけではないc も

ちろん ，主観的な意識の客観化を期待するわけではあるが，事実として個人の中に成立する意識の体系

は純粋に客観的とはいえないからである。 したがって ，こ こでいうE慰命の形成之は，各人にとって，自

分の意識体系の中に.ぞの認識したものちヒ組み入れ，再構成するこ之合意味している。

以上が，現象・事実・実態を認議する過程と，その段階における C，想.機能についての説明であるが ，

これは叙述の途中にもたひ.たび述べたように論走塁学的考察にも深く関係するので，この点については汚Ij

に節をおこして述べたいと思う。

B コトパ ，文字幸子理解する過程

構文の知識

心像 /〆 O l ¥ 

J話片隅ザヒ マ概念寸 ト
ω I / ' I :、

→~J断斗」1 、h
トー+推理__，

， 祝感覚 ; ; i 判断ー⑨

記号~ II I ③ 

I '--一一一ー新しい意味の附加

I L-ーー⑨意味の選択

L 一 一~既有概念の下へ(上位概念に含む)
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コトパや記号というシンボノレtこ対時して，これを埋解して自今の意識体系の中に組み入れる過容の基

本的な形は上のようであろう。この過穆のおのおのの割箸においてはたらく生埋的 ，心理的機能はどの

ようなものであるか ，この点、について以下述べるこ とにする。

①話しコトパに接したとき ，音声は刺激となって聴感覚器官にはたらきかける。このときの刺激は第

二次信号系として直接はたらきかけることであるから事物 ，事象のように第一次信号系から第二次信号

系へとほん訳される過程を必要えしないところに注意しなければならない。

②文字や記号は祝感覚著書官に刺激としてはたらきかけるが，この刺激はさらにその文字なり記号を音

声化して読むという過移に移り①の過移に合体するが，ただ漢字のように象形文字の場合は音声化を過

さず ，すぐ意味把握がなされる場合もある。しかし ，小学校低学卒の子どもたちは音声化や通すのが一

般ではないかと考えられる。また ，音声化できないことはその文字が読めないということであって学習

の大きなつまずきになるから，②から@へ進むというはたらきは重要な意味をもつのである。それはと

もかくとして，はなしコトパの際でも文字コ トパのときでも ，ともに意味把僅に進むことによって理解

の過容は合流する。

ax岳について共通して いえることは ，どちらの刺激に対しても ，ぞの刺激が存在することによって感

覚罫宮のはたらきは開始されるのであるが ，しかし ，その刺激を受容し，次の意味把援の段階に移行す

るためには ，それを受け入れようとする意識，あるいは心の構えがなくては発展しない。

@音声化は一つの刺激のあり万として条件反射をおこす役割をもっと考えてよいて。あろう。

@については②のところですでに述べたので改めてふれない。

告渇却はコトパの意味把短の機能であり，この程解過穆の中心的位地をもつものである。さて，コ ト

パは単にその発音ができるというだけでは，ぞのコ 卜パ含使って考えるとか解るとかということにはな

らない。たいせつなことは ，そのコトパの意味をとらえるということである。

コトパの意味は fあるコトパを聞いたり読んだ りしたときにぞの人のもつ続念や心像 」であるから，

意味把握之いうことは，捜するにぞのコトパに対応する概念や心像があるということである。したがっ

て， t.こだコトパそ発声できるということは窓味が解るということにはならないわけである。ぞこで，子

どもたちが理解過程でつまずいたり停帯するとするとまずこの劇箸が多いと考えられるが ，この劇渚でどの

ようなつまずき交するのか考察してみたい。

m-~こつまず く困難は ， そこに出てくるコトパが子どもたちにとって全く新しいものだとすると，た

とえ読めたとしても ，その意味が解らないことになる。…-@

第二の困難は，そのコトパは前に出ていて知っていても ，そのコトパの意味がいくつもあって ，この

文脈の上からして ，どの意味を選んだらよいか解らないという場合がある…@

第三の困難は ，コトパが読めてもそのコトパの意味が解らないというときに第このようにそのゴ トバ

の意味をいくつももっていて選択に困難するという のでなくて ，概念の上位，下位の関係がないために

どの上位概念に含めたらよ いかわからわ、という困難さがある… @

第四の困難は ，文の榊造についての知識がふじゅうぶんのため ，すなわち ，文法上の知識がないため

に ，文を読みとることや ，話の筋をつかむことができない場合である。…⑪

以上のようなつまずきを解決することができれば理解の過程は次の段階に進むことができょう。

@以下はAの認識過程の⑦以下と同ーの思考のはたらきによるものであるから ，ぞちらを怠煩して頂

いて ，ここでは省略する。
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3 論理桔造としての理解

1と2で述べ士二よう に児童生徒が歴史合理解するこ之ので考る能力や，その理解の過程を追求すると，

そこに~、然的に理解するということが論潔的な思考のできることを意味し ， 解るということは，児童生

徒の内部に論理の成立が司能になることを意味しているとい白うととになる。そこで， 1で疹類した歴史

を理解するというときの具体的な様態脅論震学の今i績に再整理して，解るということは論恕学としては

どうなるかを明らかにしてみたい。以下，このことについて述べるこたにする。(凡例 大文字は事物

事態をあらわし，小文字はコトパをあらわす〉

。A=a Aキ a

a=二A aキA

これは存在 ・ 伏態 ・割勿 .~曜に対応するコ トパ 辛子もっているかどうかを意味する。たとえば先にあ

げた例のように，石斧というコトパ安聞いて知っていたとしても ，石斧そのものそ見たことのない子ど

もは，石賀(実物キ〉セキ.7 (コトパ)}である。すなわち， aキAである。逆に石斧を見ても ，セキYあ

るいはイシオノ というコ卜パが与えられない場合はAキ aである。 このことは ，われわれが思考する場

合 ，コトパによって怒考すQこ之，特に論理的思考定行 う場合はコトパによるものであるから ，事物，

事態に対応するコトパがもっている ということは思考ができPる大前提になるわけである。

。 a=(at) 

a=( al 十~ 十 a3 ) 

↓ a=( al 十 az + aS ……・・+an-2+a n→ 十an

これは概念の内容が豊かになるこ之安あらわし，いわゆる概念の成長を意味している。あるものにつ

いての概念は ，その人の過去経験の総体であると前に述べたが ，このことから も，概念の内容がよ り豊

富になることは ，その概念を使って思考するたきに ，より広く判断するためにも必要である。

。a三一 b (三二は部分集合をあらわす)

a::::_b与c三d

aC DSo;_Ce.=d…"(_WCx:-:'yC x 

これは下位概念之上位概念の関係そあらわしたもので ，いわゆる概念の拡充を意味している。たとえ

ば ，めんどり花子(ある特定のめんどり)はめんどりに含まれ ，めんどりにはとりに含支れ ，にわとり

は家訟に含まれる。 この場合にわとり と家おは下位ぇ上位の関係にあり下位概念は具体的であり上位概

念はより抽象的である。 したがって ，概念の拡充について内包は狭くなるが外延はより広くなり ，その

鏑用の範囲が広くなあ。このことは抽象度の高い概念の有効性の大きいことを意味し ，子どもたちを指

導する目的のーっとして重要なことは，より上位の概念を獲得させることだといってよいのである。

概;念の成長と拡充がともになされていくことが概念の形成て'ある。や Lもすると概念の形成合概念、の

成長だけと考える向が多いのであるが，これだけはふじゅうぶんで為って概念の拡充とあいまって，よ

り本質幸子之らえた概念、の形成になるわけである。

。A ( a )三 B( b ) 

これは判断の成立を意味し ，これは豆諸+繋辞+客語の定式をもってあらわされる。 しかして判断は

思考が行な材1る目的に応じてなされるものであって ，ある築物，事態についての判断はし、くらでも成立

するわけであるが ，しかし ，重要なことは目的に却したと判断の成立することであって ，これができなく
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てはならない。

判断の成立は ，たとえば 「この本は育ぃJという場合背いとし、う状態のものはほかにもいくらでもあ

るわけであるが ，この本とし、う特定の本の色が青いという点については，青い一般に含まれるたいうこ

とになる。したがって，この本とし寸集合は青いという 集合の部今集合になるわけであって ，判断は上

位と下位の概念の間に含むとい う関係をとらえることだといってもよいと 思う。

o MSp 8手M 人 8~p

これは，いわゆる三段論法を》，らわし，間接推埋の成立を意味する。この間接推主的主MはPの部今集

合で ，8はMの部fト集合だから ，sがPの部か集合になるわけで，いいかえれば ，PがMを含み， Mが

Sを含むのだから ，pが Sを含むのは当然だということになる。こ のよ うに考えてみると三段論法も概

念の拡充を恭!去にふまえた思考の成立だといえるのであって，フッセノレが論f中学の根J去を集合論におい

たのは，この意味においてであるうG

o A ∞ S 

これは類推 (analogy) をあらわしている。 類蜘料、学校児童の指導にしばしば用いられる手法

の一つであって ，これは直接推理を意味している。直接推理の機能は児童生徒にあっては直観に依存し

ていると思う 点が多分にある。

o 以上が組合わされた意識の成立

コトパの獲得，概念の形成 ，判断 ，推理などの日比立が組合わされ ，構造化されて個人の意識が成立す

る。このこ とは歴史像の獲得についてもいえることであるε

4 児童生徒の隆史像形成

児業生徒の歴史を学習するということの意味は前から繰返し述べているように f描かれた歴史像を解

るという過程を通して自らの歴史像を再構成する 」ことである。ぞうすると，まず問題になることは

「捕かれた歴史像Jということである。ここでいう歴史像は必ずしも像という ような表現が適切かどう

か問題である。前にも歴史の特性についてふれたように ，歴史は過去の痕跡を手がかりとして，その痕

跡を意味づけるこえである。この意味でカッシラーのいう 「歴史は意味論である jという見解がでてく

るのであるが ，その意味でも歴史は作られるものといえる。ところがその歴史を作るという方法は ，い

わゆ危歴史叙述であるから ，言語的表現を用いて論理的に構成するこ とのいみにほかならなし泊 したが

って「描かれた歴史像」 というのは絵を描くということ ではな くて， 論理的構成をもって叙述された言

語場ということになろうdすなわち ，われわれ(児E往生徒を含めて 〕が接する歴史という ものはこう いう

ものにほかならないのであるc この ように歴史をとらえると ，児童・主徒が歴史を学習するという場合に

児童主徒が対峠するものは ，事象，事態ではなく，コトパ為るいは文主主であるということ である。

ここに児叢生徒が歴史を学習するといI うことの特殊性が存在する。したがって ，児童生徒の歴史の学習

はこの掌の 2のBに述べたシンボルに対時しそれを理解する過程によってなされるということになる。

なるほど ，授業の方法として遺物 ，遺跡が教材に使用されたり，絵やスライド映闘などが使われたりす

るc しかし，ぞこにあらわされる内容は，全体としての歴史というより ，ぞれの一部を構成する資料の

役割をもつものであって ，これだけで歴史の学習がなされるなどということは ，歴史叙述が歴史の本質

である 』こいうこ とに反するこたになる。

次に ，歴史が解るという こと，理解という こえの本質はどういうことであろうか。こ の点について ，
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この章の 1および 5で ，主之して具体的な心理の様餓と論理.的な而か ら述べてきた。 しかし，これらの

ことがただ表面的，ふるいはコトパの定式にあてはめてし、いえたということをもって ，ただちに児盤生

徒は解ったのだ2 理解したのだとはいえないと思%ということは ，単に言語表現ができる之いうこと

になれば ，それは教科書や教師のいうことを丸暗記してもできることであるc ところが，これでは「解

ったJr理解したJというこえにならないとたはだれでも承認することである。 したがって ，解るとい

うこえは児童主徒の頭の中で，先に述べたような論思構造が成立するのでなくてはならない。ぞこで，

このような論理構造の成立はもちろん ，裸でできるわけでなく ，コトパに依存する。しかし，このコト

パは意味をもってその子どもに保持されているということがたいせつな前提なのである。ぞうすると ，

コトパの意味はその子どもの過去最副会や既有知識に依存するから ，解るということはその子どもの過去

経験や既有知識えの関係の仕方にあるといえる。そして，このこ之は単に子どもの既有の中に新しい経

験が埋没することではなくて ，むしろ，これまで保持された，その子どもの意識の再構成がおこなわれ

ることであるということができょう。

さて ，そこで問題になることは ，子どもの意識という点についてであるc 子どもたちがこれまでの経

験を保持している形式は ，深層心理と表層心患の両方にかかわってくると思うが，ここで問題になるの

は知議についてであるe 経験の言識は第一次信号系たしてか第二次信号系としてかのいずれかであるこ

とは大脳生理学の示すところであるc ところが，これまでの桂吸が第二次信号系すなわちコトパによっ

て保持されるおうになると，その保持される量と質はきわめて莫大なものになる。すなわち， コ トパに

よってあらわされる知訟の保有がきわめて大きな意味をもち ，思考，行動に大きな役割をもっこ'えにな

るのであるc しかも，この知識が単なる丸暗記という形でなく ，理解された知識であるとき ，問題解決

に役立つ知識になるわけであるe

そこで前に帰って 「解る Jあるいは「理解される 」というこたは ，学習の結果として把持される知識

が，3で述べたように 「論理的構造をもっている Jということを指すといってよいと思九ぞうすると

この研究では「どのような指導がなされれば，子どもたちの学習の結果たして把持される知識の締造が

論理構造たもつことになるかの追求である Jといいかえることができるわけであるe

ぞこで ，次にf府守改めて ，学習の結果，児章生徒の把持する知税構造はどうなっているかについて記

述することにするc

E 児宣生徒の把 持す る知識の構 造

ここでは ，まず小学校6竿の児難がいわゆる雌史単元の学習する前の日本歴史についての知識把持の

状態と歴史単元学習後の知号車構造について述べ ，ついで中学 2平の宝徒の歴史学習後そ知識構造につい

て述べるこたにするe この研究のための調査は学習指導の観察記録そとる仕事と強行して行なわれたも

のであり，特に学習後の知訴を椛造については ，学習指導の記録骨折を述べ ，その関連において考察すべ

きものと思われるが ，この点については第四章で総合的に述べることにしているので ，重複を卸ナてこ

こでは単に結果としての知織把持の状態をみることにするe したがって ，学習托噂の記録は第四主誌を参

照して頂きたいe

研究調査対象の還定については第四章の学習指導の観察にも共通しているこえであるが ，こ の点につ

いては一括ここで述べておくc
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0 研究調査対象校と児童

新潟県西蒲原郡西)11可 曽根小学校第d学年 Z学級

新潟市西南原郡西)IliIIf 曽郷中学校第 2学卒 2学級

o 研究調査対象選定の根拠

この研究が全国教育研究所連盟の共同研究の一様をなしているととを考慮し，しかも，第一次産業，

特に米単作が優越する新潟県の特性を酌量してこの二校を選定したc しかして，この研究の客観性を確

保するためには ，特に児童笠徒の実態が一般的なもの?であるかEうかを保証するためには ，僅か二枚で

はふじゅうぶんあるともいえるのであるが ，この点については第一章の研究方法体系に述べた，われわ

れの研究方法についての考え方に捺づくものであることを述べることに止めておく，さらに ，学習指導

の言識をとるために要する労力は ，ただ一人て・おこなったこの研究では，時間的にも，この二校を研究

調査することが精一杯であるとい号ことも付加えておくc

o 研究調査の方法

事前調査について，小学校 4年の児童についてはいわゆる歴史単元を学習する前に，日本控室普さについ

ての既有知識はどのようなものかを ，質問紙によって高庇査をしたe これは，その学級の児蛍の既有匁l識

の内容 ，質についてった体の傾向を知るためであり，これと学習後の知識構造を比較しようとしたからで

あるe

事後調査について，これは，小中共通の方法で，主として面接対話によっておこなったが小学校では

質問紙，感想記述も併用したe 面接対話を万法に用いたのは，記述万式は文字や文章化する困難のため

児童生徒が理解している内容もじゅうぶん表現できない場合を考慮、してのことであるが ，一面，面接対

話によると ，調査内容を子どもの反応に対応して適宣発展変更が容易であり ，したがって，子どもの思

考の実態がより適確にとらえるこ之ができるからであるe この点，質問紙調査では調査の融通性・流動

性がどうしても乏し~ ，機械的 ・固定化した反応に終ることが多いのであるe

l 小学校6年児童の日本歴史についての銃有知識

(1) 調査の内容とそのねらい。

質問事項

也) あなたの知っている昔の人の名前を知っているだけ書いてくださL、c

② あなたの知っている昔のできどとを知っているだけ書いてくださいe

@ そのできごとは今から何卒くらい前のことですか，できごとのあとに( )をつけて書き入れ

なさい。

ねらい

① いつ頃の人をよく知っているか ，また歴史上どんな役割をもった人について知ってい去かc

②①に関連する史実を知っているか ，歴史的に高く評価される史実か。

@ 史実の時間的順序，位蛍づけをどれくらいもっているのかe

④ 全体として，いわゆる日本歴史として小学校6竿で指噂する内容との関係はどうか。

(2) 調査の結果と解釈

ここには第2組 5 1名の集計を一例として掲げるc 他の一線の傾向もほとんど同じである。

質問事項①の数値欄の数値は回答者の数脅示すe

質問事項 ① 
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人 名
回答
者数

二宮金次郎

野口英世

豊臣秀吉

徳 川 家康

勝 太郎

聖徳太子

福沢諭吉

織田信長

源 義経

北里紫三郎

高橋源助

上 杉謙信

加藤清正

加茂真淵

板垣退助

石川|五衛門

武田信玄

仁徳天皇

高野長英

豊田佐吉

源 頼朝

雷 電

徳川慶喜

岩倉具視

伊藤博文

東郷平八郎

名
回答
者数

人 名
回答
者数

人 名
回答
者数

人

41 I谷

40 I近藤 勇

38 I日 鐙

35 I宮本武蔵

33 I渡辺泰山

30 I坂本竜馬

30 I石川啄木

20 I弁慶

20 I明治天皇.

18 I大限重信

15 I乃木大将

1 4 I西郷隆盛

1 4 I滝 廉太郎

13 I明智光秀

1 3 I親鷲

1 3 I真田幸村

1 1 I一 茶

1 0 I清水次郎長

10 I日本武尊

10 I空海

9 I紫 式部

8 I足利尊氏

1 I幸砂ド内 貞行

1 I森 鴎外 I 1 

1 I小泉八雲 I1 

1 I新島 譲 1 1 

7 前島 密

宮沢賢治

氏

然

義

朝

朝

皇

成

貞

満

政

政

頼

宗

棚

、

助

休

助

白

昭

治

郎

業

為

為

義

天

正

義

義

長

輝

秀

政

髄

太

舵

玄

斎

忠

rz
削

一

原

槻

木

田

利

回

回

臣

遼

保

心

石

田

津

定

小
一
?

口

産

台

久

藤

法

源

源

源

後

納

新

足

山

池

豊

伊

大

一

一

大

杉

島

国

桂

(

樋

Z

J

Z

コ

ヲ
3

?3

の

4

q

，‘、
ι

、ι

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1
 

以上 .5 1名の児童があげた歴史上の人物は 10 0名であるが ，これを時代別に区王子すると 次のように

なるe

o 古代(- 1 1 9 1平) 1 9名

o 前期封建(1 1 9 2平- 1 6 0 2平)2 0名

o 後期封建(1 603平-1 8 6 6平)3 0名

o 近代(1 867平- ) 3 1名

7 

6 山本五十六

佐倉宗五郎

中大兄皇子

平清産

曽 我 兄 弟

源実朝

北条時宗

佐々木小次郎

徳 )11 家光

徳 )11 吉宗

本 居宣長

伊井直弼

大久保刑通

東条英機

神武天皇

中臣鎌足

推古天皇

小 野 妹 子

文武天皇

菅 原 道 貞

，。，。，。
6 

，o
r

D

F

D

F

D

F

D

R

u

r

D

a4

a4
 

4 

4 

ヨ

弐

》

之

，

》

又

l

》

4

，
高峰譲吉

潔

村

尉
藤

中

賀

崎

瀬

志

向

局

自

- 6 3ー



質問事項 ②お主び@
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-石務時代があったc

・大菅の人はクマやシカの皮をきて

b、ナこ。

・貝塚があった

・大和車艇が日本をおさめた

.仁徳天皇の墓ができた

-聖徳太子が管仏教を教えた

.平家がほろびた

-安寿と照子王が人翼船に売られた

.壇之浦の合戦があった

・元がせめて来た

・応仁の乱があった

・武田信玄と上杉謙信があいうちに

終った

・鉄砲が日本にきた

・信長は戦にが「兵器である鉄砲をつ

かった

・明智光秀が織田信長を殺した

.渡辺翠山がいた

・高橋源助が川を煩って首を切られ

た死んだ

-二宮金次郎がいて仕事しながら勉

強した

・勤王党と幕府が戦った

・ベリーが黒船に乗ってきたが ，一

平聞ことわった

-日本が鎖国をやめた

・総吉と鶏太郎が外国へ行った

平

900 I・土務時代があった

5000 I・織国信長が天下をとった

・石川五衛門がどろほうした

1 00 I・徳川家康は小さな大名だったが秀

20000 I 吉が死ぬとすぐその地位をとった

1 200 い関ケ原の合戦があった(秀吉之家

~ ~ ~ I 康が関ケ原で戦ったえする者 1人〉20000 I 
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85 

1 1 1 0 I -ーーーー一-ー-ー一一一ーー一一一一一一一一
I 120 

~ 350 
-一日ーー--1.徳川家康が江戸幕府ぞたてた一一

450 I 天下をとった

600 い 長崎とオランダの貿易がさかんだ
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700 

-徳川家康が農民を閤らせる

・本居室長が古事記(伝 ?)を審い

?こ

・高野長英は・江戸で・ンーボルトに学

び蘭学宏教えたが幕府の役人tこ殺

された

・普は今の県が国となっていた ・国

と固とが戦争した

・アメリカと和親条約をむすんだ

.坂本竜馬がいた

・干富沢諭吉が慶応大学をつくった

-前島5艇が郵便をはじ.めた

.西i句の役がおこった

・伊If藤博文が日本ではじめて大臣に

なった

・日消戦争がおこった

・日本とロシアが戦争した
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何卒くらい
前か

-家康がやぶれ明治天皇ができた

.白虎隊が飯盛山に切腹した

-北里柴三郎が細菌の研究をした

-第二次十世界大戦がはじまった

.日本・は弟・二次大戦でまけた

アメリカにまけた

支那にまけた
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-豊田佐官ははたおり機械を発明し

すこ

-第一次世界大戦の}:~号日本は勝つ

fこ

・野口英世がやけどした

-野口英世が黒人のところへ行った

-原子爆弾が広島長崎におちた

・湯川秀樹が岡本ではじめてノ ーベ

ノレ賞をもらった

・平和条約そむすんだ

・金閣寺が焼けてまた建った
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以上のような調査結果が示めす小学校 6卒の日本歴史についての既有知識の実態をいかに解釈したら

よいか，われわれの見解を次に述べることにする。

まず，第ーにいえるこ主は ，この児童も日本歴史についての知識を割合多く保持しているのだが ，こ

れは学級としての集計であるから ，これが個 の々児訟の知識の全体ではもちろんないe しかし ，学級と

して学習が展開されるときには，教師の指導が効果的におこなわれる限り，ここに整理して表にしたよ

うに ，すなわちi討にl仮に排列しなおす之児童全俸の保持している知識は日本歴史の全展開を一応可能に

しているc ところが肝心なことは，ここに児遣があげた人物についても ，できごとについても ，わが国

の臆史の発展に重要な役割含果したものが必ずしも浮び上って きているわけでない之いうこと であとb

第二は， このような排列は鋒者がおこなったのてeあるが ，児箆のあげた竿代(何年前かえいう聞に対

レりはほとんどがでたらめといってよいから ，この平代目買に排列したら費時味なものしかできないこ

とになるc このこたは児童のもっている歴史の知識が ，日本歴史の流れの中に位置づかないばらばらな

ものにほかならないことを示しているといってよい。

第三に，したがって ，児髭のもつ日本歴史は，そのアワ トラインも描いていないえいうことになるe

第四に，この児童の保持する日太歴史の知識には深浅，厚薄があって ，しかも，その知識整得の経験

が閏語の教材内容に負うところが多いと いうことと，映画 テレビの影響も制見できないということで

あるc これはこれまでの教育言|画から して当然そうだといってよいのであるが ，一面このような既有の

知識をこの後に学習する日本歴史の中にどう 位置づけてやるかが問題になるであろうe もし適切な配慮、

がないと ，これまでの知識は知識えして ，ほとんど無縁な状態にl賢かれて ，いわゆる歴史単元が展開さ

;し いと うことである
第五に，児猛のあげた人物の主主解は ，ここにあらわれた結果から して，ほとんどその時代の中に位置

づけてはもっていないと思われるc すなわち，人物が時代の所建と して，またその時代の動向にそって

どの工うに社会にはたらきかけたのか之いう点については皆無といってよい状態であるc この点につい
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ては必ずしも小学校 6竿の段階で強 く要求すべきでなく， むしろ中学校2手の歴史分野の学習にゆだね

るよ うに考えた方が妥当であろう。

以上， 喜きするに小学校 6 平で学習し， 形成すべき際史像は ， わが国のit~'史のアウト ラインをえがくと

いう程度ではないかと考えるのであるe

2 小学校6年児童の学智結果としての知識の構造

次に ，児童が教師の指導の下になした，いわゆる歴史単元を学習して獲得した知識の構造はどうな;え

ているかについてみることにするe

この調査方法は先にも述べたように個人前援による対話であるc 関査対象は学習指導の観祭記録をと

った学級の学業成絹上・中 ・下の三段階の児童を男女各 2，言t.l2名を選定 したc 以下 ，まず対話の記

録を記し ，ついで，その結果について解釈することにするc

① 被 調 査 者 z. Y. 男(下 S. D. 4 8 ) 

調査者 の発 言 児監の 発

。 日本の国ができたのは今から何卒くらい前の I0 800卒いくつのころ

ことですか

・800いくつね?

。 その国ができたというのは日本の国が一つに

まとまったということだね ，だれがまとめたの

? 

.大和布挺というのはどういうのですか

3 それでは ，医iが一つにまとまる前はどんなよ

うすでしたか。どんな風にして住んでいたか

・穴倉ね?

。 大和朝廷

。 坊さんでないか

。穴倉

冨

a それでは，国が一つにま とまっていくときど

ういうふうにまとまったのか 7

3 その中て一番強い人や偉い人が ，そういう ふ

うに人々にいいったえTこe

・いいったえたというのは ，どう い うようにす

るの?

・国がまとまる前は小さな国のようなものはな

かったの ?

・こういうふうに伺か惑いところがあればなお

すことと ，何かやるこ とe

(無答)

。 大和朝廷といったね ，大和とはどこのことを|。 奈 良

い うの ，今何県だろうe

。 朝廷というのは国を治める役所のようなもの|。 蘇 我

だe この中心になったのはだれですかe

・今の天皇の祖先は大和朝廷に関係はないだろ| ・あると患いますc だんだんぞの子どもに移っ

うか~ I ていくc

。 大和朝廷が一つにまとめる前は小さい闘が万 !。 小さい国の偉い人がそうでない固にむかつて

々にあった ，それを大和の国が一つにまとめた | 相談したり ，中国の文化を聞かせたりε
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調査者の発言 児童の発. 言

その一つにまとめるときどんなふうにしてま之

めたと思う?

・聞かぜで，こういうふうにするとよいとした| ・(鰐〉

の

。 小さい国ので、きる前はどうか

。 大昔の人は何をしていたかc

。・それでは山でけだものを之るとき何で、とるか

・そういうようにして食物をとっていたが，い

つ宅でもぞうしていたのか，米を食べるよう

になったのはいつごろだろう

・ずっとけだものや貝を之ってきたのか

3 ぞれまで住んで、いた所はどういう所か

・米を作るようになると，どこで住むか

・一人一人ばらばらに住んでいたのか

・どうして?

。(無答)

。 海の近くは呉，川は魚，山はけだものをとっ

たりして

-石の槍

・(無答)

-ちがいます・中国から米を教えてもらっTこe

o 海や山

・水のあるところ，平らな所

・ちがう，多くの人が集まって住む

・けだものは.tこった一人では動物にまけるか

ら，伊l人かしてやっTこc

・それは動物をとるときだが，米を作るように| ・(鱒〉

なるとどうして多く集まるか

。 米をl乍るときには何がいちばん必要ですか |。 水

・どうして水が必要ですか | ・水がないと養今や，天気になるとひからひ'るe

。 水はどこからもってくるか? I 0 )11からひく

・どういうふうにしてひ《か? I ・掘をつくる

(ぞれをやるにはたくさんの人が協力してや

らなければならないからだね〉

。 米を作るようになると，そこに居つくように|。 水をひくのに苦労しないて寸むから

なるのはなぜかc

。 前は動きまわらなくてはならないの? 。 貝や魚がなくなれば動かなくてはならない。

。 米を作るようになると移らなくてもすむのは|。 水や回などがあれ』ま，米は人聞がつくるのだ

どうしてかe から動かなくてよいe
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② 被調査者 K. N. 男(下 3. D. 5 2 ) 

調 査者の発言 | 児童の発言

a 日本の国ができたのは今から何年くらい前かI0 解りません

・それは今から 1600平くらい前だよ

。 ぞれ以前は人が住んでいたの ? I 0 住んでいたみたい，解らな~， ，いたみたいだ

解らない

・それでは色、に人々がどこから移ってきたの?I ・解った，いたった

。 どんなふうに閣ができたのか I 0 人々が集まって協力 してムラになるc

・ムラになる とどうなるか，ぞれが一つの固に| ・(無害)

なったのか

ムラ滞って小さな固になる，ぞれが方方に| ・(鱗)

できる ，それを全体一つにまとめたのはだれ

，;ミ

.その付な国の中の一つがまとめたのだろう I. (非無鱗l提熔R搭答

2かoか畠 ，ぞれはどこか

。 人々が集まって協力してムラができた，どう|。 むかし山ばかり住んだ ，ぞれはけものをとり

して集まるようになったか I #TJ:の万は魚ばかりとり ，それを交代しなければ

ならなし、c

・それで一つに集まるようになったの? 1.集仰を決めて

.一つのところに集まって住ひということの理

由にならないc I ・米こと

・米を作るようになったのだねc 米をつくるの | ・どっかからおそわった

は白分でおぼえたの ，どこかから伝わったの

，;通

-どこからか | ・忘れた

-米をつくるようになるとどうして人が集まる| ・解らない

，;， 

-それでhお伏をつくるようになると，いちばん

必要なものは何か ，いるのは?

・ぞれから

・7.kというのは ，田に入れておかなければなら

ない ，どこからか

-人間

・土地

・水

・水のあるような所に部落をつくる

。 ムラがだんだん集まって付な国ができてき I0 解らない

たというが ，まとまるというのはどんなふうに

なるのか

• 'J' ~な困を集めた力の強い勢いの強いたいう I 0 角I~らない

ことt主?

。 皆んなの友だちの中で，あれは勢力のある*I。 憲一
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調査者の発言 児童の発言

-

5

1

1
 

本か，組のiドで勢力のあるという人はどういう

人か

・どうして憲一君が勢力があるとか力がつよい

というの

・どこがどうなのか ，他の人たちがう之ころは

? ・そのほか

-ものを持つ力とか，力があるという ことか ，

-解らない

-勉強ができる

・力がつよい

・ちがう

'1 けんかに強いということか l 

-アメリカと日本と力が強いというのはどこが| ・アメリカは何んでもあるから ，完針子機のよう

ちがうのか | なものをつくるc 日本はできない・…・・よく解

らない

@ 被調査者 M. K.女 (下 S.D. 3 6 ) 

調 査 者 の発 言 児 重 の 発 百

。 日本の国の大昔 ，人々はどんなことをして住 。 (無事n
んでいたの ，何をしていたろう毎日 ?

。 日の国がで~たのは今から何卒くらい前か ミ3 100 0平くらい

-ぞの国のできた 10 0 0平くらい前の ，その -ない

背はなにがあったか ，・人は住んでいないの -住んでいた

-その人たちは集まってすんでいたか ，一人一 -一人一人

人すんでいたのか

-そのような人たちが集まって住:trようになっ . (無答〉

たのはどうしてか

。米を作るのにどうしてもなければならないも 。 ムギ，ムギ

のは何か

-ムギのほかに何かいるか -機械のようなもの

-土地はいらないか -ベト(在土のこと)

- そうベトがいるね ， ぞれから何7Ì~いるか -種やまく

-緩をまくときベトにまくね ，ぞの上に何かな

いか ，7.1<がためてあるのでしょう? ーハイ

どうして米を作るときに平らなところがよい 。 波の所はよ くあるけない

のか

-平らでないとよ く歩けないからね

-水を入れておく所て平らな之こると ，ななめ -まっすぐのところ

のところではどうか

』・ー
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-どうしてななめの』こころはだめなの -何も棋がつか;ない

@ 被調査者 R. K.女(下 8.D. 5 1 ) 

調査者の発言 児童の発

。 臼本の国が一つにまとまったというのは今か| ・解りません

ら何卒くらい前か

-それでは，日本の国ができなかった前は人々

が住んでいたか?

-住んでいない

・国ができるときにどこからか渡ってきたのか | ・解りません

。 日本の国も菅は人々が住んでいた。何をして | ・山のおく

いたたいうに，けだものを之ったり魚寸たった

りしていた。その時は人叫主どこに住んで、いた

台、

-山のおくね， 魚をとる人はどこに住んでいた | ・海ベ

tJ当。

-そういうところに住んでいた時には人々はた | ・たくさん集まって住んでいた

くさん集まっていたか，どうか

・どう してそう思うか | ・つごうのよいように

・つごうのよいようにって，どうしてたくさん | ・いっしょ に漁に出かけたりする

集まっているとどうつごうがよいか

-なるほどね ，たくさんという 之何人く らい .20人くらい

• 2 0人くらい

。 それではね，日本の国がまとまったのは今か|。 大和朝廷

ら1600平くらい前にまとまり一つになった

のですよ，その時一つにまどめたのはなんとい

うものでしたかね。

・ぞうね，大和朝廷とはどういうものか，人のl ・解りません

名前か

・大和朝廷はどこにあったの? I ・解りまぜん

。 米を作るようになったのは，いつごろか，今 I0 1 9 5 0卒

から何卒くらい前か

・米を作るようになったのは自分で考えたから| ・よぞから伝わってきた

台、

-どこからか

。 米を作るようになるr._，魚をとったりけだも

のをとったりするのと ，く らしは変ってくるか

.どうし、うところが変ってくるの?

-7 0ー
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調査完封I の発言

.米を作るのはどんなところに作るか

・なるほどね，どうして7.Kの使のよい所でない

といけないの?

・稲が育たないね

・それでは米を作るのは山がよいか，海岸がよ

いか，川の近くの平らなところがよし、か

・米を作るにはどうしても水がなければならな

い。その水をどこからもってくるか?

• } 11からもってくる主いっても，すぐもってく

ることはできない，どうするか

・)11から水かもってくるには掘の工うなものが

いる。学校の前の用水掘のような

児童の発

• 7J~の便のょいところ

-育たt.r.い

- 玉fl-~なところ

. )けから

-解らない

。 菅は堀宏作るのにたくさんの入手がいったと |。・たくさんいる

恩うか

・どうしてたくさんいるの -解り支せん

@ 被調査者 T. 工.男(中 S. D. 5 8 ) 

E五

調 査者 の発言 児童の 発 言

3 日本の国が一つにまとまったのは何不く らい !。 約 1い o0硝

前か

.10，000平前?

-日本の鳥に人が住むようになったのは

.そのときには国があったの

-国えいわれるようになったのはいつごろから

か，何平くらい前か

-ろo0 0平くらい前というのはどうして考え

たの?

・聖徳太子のころは約 13 0 0平くらい前のこ

とだが， 7 0 0日平というと少し昔すぎるね

・だいたい一つにまとまったのは 16 0 0平く

らい前で，そんなに古くないのですよ

-虫、っ，ぞれが 1日，日日日平前

-ない

• 7，0 0 0平くらい前

-だいたい大和時代のことから

.聖徳太子のことから

。 国ができてきたのはどんなふうにしてできた I" 一つのムラに住みつき，進んだ部落のような

のか i ものが土地を多くしていっすら

-土地そ多くしていった ，ね，ムラに人々が岱:I .一つの圏の工うになった

み，ぞれからどうなるか

-7  1ー



調査 者の発言

-ぞれから

-一つの国のようなものが ，一つしかできなか

ったの

児童の発言

・大きくなる た戦争もした。 外国え取引きをし

た

・たくさんできた

・ぞの多くの国が一つにまたまったのはどうい | ・戦争して ，せめて ，うんた土地を広げた

うふうにしてか

• j最後に一つにまとまったのは | ・大和

・大和というのは国の名前だが，まとめたのは

大和なくとかいったね? I ・日本武尊

・いや日本武尊でなくて ，犬病1朝廷たいったの| ・荻族の名前

だね ，大和朝廷てなにか ，人の名前か ?

・来族の名前でなく ，大和の何人かの豪族が築| ・天皇

まったのがった:fll朝廷で ，その中心になったの

は何か

。 ぞれではムラができるようになったのはどう

して治a

-使利とは

.どうして

・そういうようなところに集まって，ぞれが大

きくなるのは

・魚や貝はたくさんの人が食べたら無くならな

いか，移ってあるいたら困るね

・間交作るのは自然におぼえたの ?

.そうすると移らなくてもすむの ?

・稲を作るようになるとどう してたく さん住む

ようになるの

・ぞうするえぞこに人々が集るの ?

o -t-のムラが固になる ，国はどうしてまとまっ

ナよか

・力の強い人とは

・凶や川合多くもった人が強くて他の人を白砂

のいうとおりにするの ?

・自号のいうことを聞けというの

・いうことを|綱かせるといって，どういうこと

を聞かせるの

-主主堕って白砂の悶んぼを作らせる

- 7 2ー

。 使利なところに集る。便利な土地に住むよう

になった

・食物に不自由しない ，水のある所

.魚やけだものが多くあるから

・一人だれか住んでいると ，ほかの人も来るよ

うになる。

-畑や回を作るようになる

-中国の方から伝わってきた

・自かたちで食物を作って，さがさなくてもよ

いから

-稲を作りやすい平野に住むようになる

-ハイ

。 だれか力の強い人が中心になって

-出や畑を多くもっている人

-自分が偉いように人にいわせる

.そうだ

• L日や畑を多くもっていると自今たちだけで耕

やせないので ，働く人を呼んで一緒にやらせ

る。



調 査者の発言

・たくさん小さな国があったが，大和靭廷がそ

れをまとめるのにどのようにしたか

・ということ十主

・いう.ことを聞かないものもふったとき，その

ものをどうしていうことを聞かせたか

・大和の国は力が強かったね，~のように

・文化のようなものとは何か

児童の発 言
ーー

-他の土地の人が住んでいる所へ，向9-のいう

こと令聞かぜるようにした。

・自今たちの思うような土地にした

・その人たちはほかに住んでいるし，戦争など

して ，おどしていうこと脅聞かせるようにした

.文化のようなも(JJ/);進んでいた，外匡腕殺りれず

・他の土地にはないような新しい武器のような

もの，米索作るのがもう少し発達したものを

取り入れる

。 それでは間というものはどういうものか 。 人の多く集ま っているのや，広い土地のある

-人の多く集まって土地の広いところを固とい

うのかね

2こころ

. (無答)

⑥ 被調査者 K. 1.男 (中 S. D. 5 8 ) 

調査者の発言

3 日本の国が一つにまとまってできたのは今か I 0 

らどれくらい前か

-どれく らい前か

・まとまって国ができたのは，最初ムラが集ま

って国ができたの

-最初から一つの園ができたの

-どうして山の奥から出てきたの

.文化が栄えた?

-どういうとこ ろか

-どうして目立たないところに住むの 7

.住みよいととろは?

-それはどうして住みよいか

-人々が穏を作りだしたのね

児童の発己

ムラがやっと集まって，それでやっとまと ま

って国になった頃

• 2 0 0 0平くらい前

・いや，人が山や住みやすい所に住むようにな

って部落ができ，それが集まってムラができ

ムラが集まって国ができた

・いや，ばらばらで，日本の山の知也におり，

それが出てきた。

・それだけ文化が栄えた

・ぞれが，そういうところから来たのでないか

・人の余り住んでいないえとろ，目立たないと

ころ

-いや，その集まった之とるは住みよいところ

・稲を作ったり ，川の近くて~IJJふり海ふりのそ

うし、うところ

・それだけ人聞が便利で，食物tこ不自由しない

し，そこで暮せば，いろいろがあり，人が集

まっているから，人が何か思い当って何か考

え出すから

-ハイ

-73-



調査者の発言

・稲をつくるのは ，魚や貝をとるのにくらべて

どうしてよし、か。

・米を作るようになると，魚をとったり貝をと

ったりするより ，ょいところがあるのでない

iJミ

-稲を作るのはよいところがあるのではないか

何か人間の暮しにとってよいところがあるの

でないか

・けだものや貝は自然にふえるものだ ，どんど

んとればなくなるだろう。稲はどうか

児童の発 官三ト
Eコ

-米はおなかが一杯になるだけで栄養がつかな

し、

-田を{乍り種をまいて稲を作る

-わらがいろいろのたころに活用できる

-少し残して穫をまけば翌卒また食べれる

・米を作れば今までより食べものの，G担はない | ・ハイ

のでないか

。 稲毛ピ作るのはどういう土地に作るか I 0 水の使がよくて平らなところ

・水の使がよくて平らなところ，そういうとこ | ・じめじめしたところでは作れない

ろはじめじめしているたころでないか

-かわいたところで作るの ? -いや，じめじめしたところで作る

-稲を作る之ころは沼みたいなところに住むの ・そういうところは元気tこなれない ，寒いし

は身体のためによいか

・そ ういうところに住Vのは身体に惑い? I ・食物に不自由しない

~1どういうところに住むとムラができ るのはなぜ I " 元の場所よりよいところはないか之集まって

治、 | くる

・たくさん集まるようになると聞がたりないし| ・111のようなえころ所切り開く，他の場所に移

困るのでないか | る0

・今の場所を捨てて他の場所へ移るの? I ・やはりそうい うところの川や ，そういうとこ

ろをつぶして土地にする。

・この辺の闘は水をもってくるのにどうするのiI ・)11から「ドウ Jを作ってもってくる
そうだね，今まで乾いたところに水をもって
きて，出をひろげればよいわけだね

・そのとき ，)11から嫡を作るのに 1人や 2人で | ・たくさん人がいる

できるか

。 固としわれるものはどうしうω I " ムラゃそういうしろいろのも仇まとまっ

た人間が住みつくようになる。

-まとまった土地や人が住みつくようになると

固というの ?

-まとまった土地やま とま った人が住んで政治

| が行たわれ，外国から文化が入ってくる止金

- 74-

-政治tこたつ人が選ばれ ，外国から文化を取り

入れてきて ，日本に文化が栄えるようになっ

たら

-ハイ



「調査者

牢国というのだね

の発言 の児 発 言議

⑦ 被親査者 E. H. 女 (中 S. D. 4 3 ) 

調査者の発言 児童 の発 ~ 

E 

。 日本の国ができたのはいつごろか，何卒くら|。 い日日平くらい前のころ

い前か

~ 6 0 0 0平くらいより前は人が住んてeいたか I0 チンパラに住んでいた

-チンパラとは ・| ・パラパラに住んで‘いた

-パラパラに住んで、いた人がどうして集まるよ| ・解らない

うになったの?

-バラパラの人が急、に国というようにまとまったの

・だんだん集まってくる ようになったのはどうし

てかね。だんだんできてきたのかどのように0

.米を作るのと何か関係があるか

・米を作る前の人はパラパラに住んでいたとき

は何して食べていたのか

・かりをしたり，木の実をとっていたときた，

米を作るようになったときたどちらが食物に

闘らないと思うか

・米の方，どうしてか

。 米を作るとどうしてそこに集まるか

。 どういうものを固というのか

-曽恨なども国というの

3 最後に日本の国を一つにまとめたのはだれ

・大和説廷でないの .きかなかった

11 .対日朝廷の中心になったのは?

。 力の強い聞という のはどういう国か

。 どうしてまわりの国をまとめていったのかふ

11 わせて大きな固にしたのはどうしてか

. (無答)

・何か，あの水のみたいなのが流れていれば，

何か洗うのにつごうがよい

-解らない

・ILJにかりをしたり ，木の実をとって

-やはり米の方

-いっぱいとれてたくさんたべられる ，実は一

回でとれな くなるし ，まずこ ，稲刈りして，ぞ

れはしかも永く食べられる。

。 食物が多く長生きできるから

。 ふる一つにま之まったもの ，多くの人が住ん

でいるような之ころ

. (無答)

。 貴族のようなもの

-聞いた

・(無答〉

。 偉い人とか武器を多くもったものとか ，考え

の発達している人

。 パラパラtこかれておるより，まとめて早く進

んだ固になるため

- 7 5ー



@ :被調査者 工. A. 女 (中 S. D. 5 5 ) 

調査者の発言 児童

。 日本の国ができたのは今コから何卒くらい前で |。 解りません

すか

・今から 16 0 0平くらい前でしょう。

. (無答)

の

-どんなふうにして一つにまとま っていったの

.最初から一つの固になったの ・小さなムラがあった

・ムラが集まって国ができたの

・ム ラが集まって小さな圏ができた ，ぞれがど

うなったの

.その小さな国の中で勢いの強い闘がまわりの

国を集めたのでしょう。

・その国をまとめて一つにしたのは今のどの辺

奈良はむかし

・大和のなんといったかね

.その中心になったのは

-ハイ

. (無答)

-ハイ

-奈良

-大和

-朝廷

・(無答)

発

・ぞれが今の天皇の祖先でないの . (はっきり返事をしない〉

。 ムラができるようになった ，どうしてムラが

できるようになったの

。(無答)

・ぞの前は何をしていたか | ・かり

・今は何を作っているか | ・野菜 米

-米を作るようになったのだね | ・ハイ

。 稲を作るようになったことと，ムラができた I0 (無答〕

こととつながりがある。ど うして稲を作るよう

になるとムラができるか

・魚やけものは自然にあるものだが，稲を作る -自分たちで作る

のは

・どっちの方が多くたれる -米

τ'" Eコ

『吋

・米令作るようになると人々はたくさん集まっ

て住むのは

-米は自分たちが作ればそれだけ食べられるか

ら

@被調査者 H、 M. 男 〈上 S‘ D. 7 8 ) 

視 査 者- の 発 言 児 童 . の 発 雪Z量3 

。 日本の国が一つにまとまったのは今から何卒 3 1，7 0 0平くらい前

くらい前か

-だんだんどういうふうにしてまとま っていっ -小さな部落ができ，ム ラができ ，小さな国が

f乙のか でき，ぞれがまとまって国ができた

-小さな聞がたくさんあったのだね . '"、ィ

-76ー



調査者の発言 の発兇監 ー，._
Eヨ

-小さな国がれまったの叫ういうようにし| ・一つの国をぼろぼして，領地にして

て

-最後に全体を一つにまとめたのは

.大和朝廷が方々の国をぼろぼしの

・攻めてほるぼすというと全部殺すの

。 小正Eな町ができるのはどのようにしてか

3 田んぼのできる前は ， ~んなふうにして暮し

ていたか

-大和朝廷

-ハイ

-いうことそきかせる

。 田んぼができる土地に人々が集まってきた

。 川や山のような左ころに住んでいた

. 
-何を食べていたか | ・貝や魚やけもの

。 回を作るようになると変るだろ うか ，米を作|。 野訟でなくなる。

るようにな った人のくらしと貝やけ.だものをと

っていた人のくらしで

・野蚕でないというのは

-貝やけだものをとってくらしているときの人

々の住んでいるところはどういうところか

・回を作っているところは台地か

・低いところに住むようになったのだね

.身体のためにはどうか

・どう して健康に添いところに住むようにな っ

たのか

解らなかった 1

・その前，台地に住んで低いと ころに住んでい k ・けだものがおったから

-けだものを殺さない

.台地

-低いところ

-ハイ

-惑い

-人々は解らなかった

なかったのか

。 回を作るようになるとどうして人が集まって |。 田んぼができる とムラができる

住むのか

-どうしてか

.食糧がた〈さんあるから，たくさんすんでよ

いということになるのか

。 自かのムラにそれぞれ住んでいればよいのに

他のムラをあわせるのか ，国の場合も他の国を

q 攻めるのか

11 自問ベるω しでよい…ぃ ，

l どうしてたくさん集まるのか

3 それでは力の強い国がまわ りの国をあつめる

といったね ，どういう国がカの強い国だ

・武力が強いというのは?

-自かたちの食糧がとれるから

-ハイ

。 自かたちに米をたくさんおさめる

. (無容)

。 武力が強い

る

聾
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預金者の発言

-進んだ武器をもっている人が多い万がよいの

でないか

-ぞうするにはどうしたらよいか

人を ?

・武絡を取 り寄せるのにはどうするか ，だまっ

てもってくるの ?

・先ほどたくさん米を集まる といったがどうす

るか ，

-かけて食べる，ぞれよりも ，そこの頭の人が

米と武器を交換したら武器がたくさん集まる

のでないか

!lg 被調査者 T. T.男 (上 S. D. 6 7 ) 

調 査者の発言

児遂の発言

・人々がその人のために戦う

・一生懸命勇気をもって毅う

.そうだ

-どこから取り寄せる

.宣言:擦を

・船で

・お金でかつてくる

• EIかたちでかけて食べる

-米の少いところではそれができない

児童の発百

。 日本の国が一つにま之まったのはいつごろ前|。 今から 1500再三くらい前

のことか

-ぞれが

・大和車艇が幕府を滅ぼしたの ?

・地方の豪族が減ほされて ，大和の朝廷が一つ

にしたのだね

・国が一つになるずっと前は

.何をして暮していたの

・まとまって住んでいたのは何人ぐらいか

・ぞれが千人もすんでいるようになってたくさ

ん住むようになってきたのは

・それではけものをとるような頃は 10人くら

いで，稲を作るようになると千人くらい

・米を作るから ，それでは前のときに 10くら

いしか住めなかったのはどうしてか

-大津日朝廷が…・事府を滅ぼした

.地方の蛮族

-人々がまたまって住んでいた

.けものをとったり貝をとったり

• 1 0人ぐらい

・稲が作られるようになったから集まって住ん

できた

-みんなが作るから

-住むところが解らなかった

・どこがよいか住むところが解らなかったのか | ・ない

な ，山などで千人も住むだけのけものがいつ

もあるか?

。 米を作るようになるとたくさん人が住めるよ

うになる，もっとたくさんになったら水回を*

- 7 8一

-ふやしたらよい



調査者の発言 児 愛 の 発

牟どうするの?

。 最初米神ることやお似たのは自然におぼ|。 ええと ，階的伝わって来た

えたの

・簡のずっと前 ，陪は聖徳太子の頃だ ，その前| ・唐

7ぞ

・唐は障のつぎ，そのもっと前のこと， 中国かl ・ハイ

ら伝わって来たのだね

。 最校臓を作る之きは自然のじめじめしたとこ I0 ハイ

ろに作ったが，人がふえてくるとそれではたり

ない

-回を{乍るときにどうしても作らなくてはなら

ないものは何か

・道具は何に使うか

・いや，回を作るときだよ

・いや ，今まで田でないところを田にするため

にだよ

・なんのために111がし、るか

• }IIから水をひくのにはどうするか

.ょうするに掘を(乍るのだね

-道具

-稲を刈ったり

・たがやす

• ) 11 

-水をひくために

.掘ってきて

-ハイ

怖をつくるに臥附たくさんいるか，二 ，I ・たくさんいる

三人でもよいか

。 たくさんの人が集まって仕事するとき ，tこだI0 1関亨ょくする

わいわいいっていてよいだろうか

-順序ょくするのを決めるのは誰か

.いちばん偉い人之はどういう人か

.ぞの頃学問があったかな

。 それではムラ之国とはどうちがうか

・小いさなのもあるよ

・まとまっているというのは

-いちばん偉い人

・学問の進んでいる人

.強い人

。 大きいこ主力:一つ

・まとまっている

・けんかや争いをしない

⑪ 被調査者 T， Y. 女 (上 8. D. 5:3) 

言

調査者の発言 児童の発言

。 日本の国が一つにまとまったのは今から何卒 I0 1 5 0 0平くらい前

くらい前か

-だんだんまとまっていったというのはどうい

うふうにしていったのか

-解りません
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児 章 の発 号圭
<=> 

-忘れた

・住んでいた

・石器時代石で作ったもので、鳥をと ったり，魚

をとったり，木の実をとったりしていた

-そのような暮しをしていて，その頃の人はー

カ所にいつまでも住んでいたの? I ・ちがいます0

.食物がなくなれば移つであるいていたのだね

そのこるたくさん集まって住んで、いたの | ・小いさなムラ

.小いさなムラね……ぞれがわりあい大きなム

ラにまとまったのだね，ぞれがどのようにし| ・いくさをして

てまとまっていったの

-いくさをして相手をやつつけてま止まってい l ・ハイ

ったのか

3 まとまった大きなムラになるために酬や狩| ・米作り

でなれるの?

・米作りがはじまったのだね | ・ハイ

・米作りがおとなわれるようになると ，たくさ

んの人が住むようになるのだね

。米女作るようになると ，どこに住むか

・どうして水の使のよいところに住むか

・水の使がよくて米の作れるところというのは

どういうととろか

• J 11の近くでも水がなければだめだ，どう いう

ふうにする ，米を作るには水がいる

・用水掘を堀るわけだね

。 どうして米を作るようになると人々はたくさ

ん住めるようになるか

・人が生をていくためには何がし、るか 1 ・貨物

-ハイ

。 水の使のよいところ

・水がなければ米はできない

-川や， 水のある ところ

-溝を掘る

-ハイ

-解らない

-食物がいるね，狩や猟のときと米を作るので| ・米は人が手間をかけて作る

はどこカ1ちがうか

・魚やけものはどうか | ・自然にある

自然に生まれてくるのだね | ・ハイ

自然、にあるものをとってしまえばだめだね | ・ハイ

。 ムラがどうなったのか I !) 国になった

。 小さな国が日本の各地にたくさんあったの I !) ハイ
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調査者の発言

・ぞれが一つにまとまったのだね

。 その国は力の強い固とか勢いの強い固という

トI:場合 ，その力の強いと治、勢いの強いという こと

はどういうことか

・武器のたくさんあるのはどう いう国か

・たくさんの武器や ，たくさん強い人がいるた

めには何が必要か

・お金はなかった ，そのかわりは何か

・米がたくさんあれば武器や人もおかれるの?

。 日本の一つにまとめたのは何か

・大和は今のどこ

・それでは大和の国がその強い固だったの

児童の発言

-ハイ

- 武~~がたく さんあって ， 人が強い

-解りません

・お金

-米

-ハイ

廷朝和

良
大

奈

-ハイ

-大和拐廷というものはど ういうものか入の名 | ・解らない

前 ?

。 大和朝廷とは小さな国が天皇の祖先を中心し | 。 ハイ

て国を統ー した集りを大和朝廷Jこいう のだね

@ 被調査者 T. T. 女 (上 S. D. 5 9 ) 

調査者の発言 児盆の発 言

。 日本の国が一つにまとまったのは今から何叶。 解らない

くらい前か

. (くり返し問う) . (無答〉

。 それでは ，聖徳太子が綴政になられたのは今I0 700平

から何卒くらい前か

・59日平こ ろだから ，1 3日日平くらい前だ| ・前

ね，国が一つにまとまったのはそれより前 ，

後 ?

-どれくらい前

・今卒は何卒

・600平というと今から何年前か

• 400平

1 9 6 1手

. (なかなか答えようたしない)

1 4 0口竿く らい前

。 それでは国が一つになる前のようすはどうだ |。 いた

ろう，人々は住んでいたか

・何をしていたか | ・狩や魚をとっていた

・そのころの人はいつかしょに集まって住んで| ・パラパラになっていた

いたか
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捜査者の発言

a パラパラになっていたのが集まって住むよう

になるJ米を作るようになると ?

3 ムラ えいわれるそのムラが集ま.って

。 小さな聞が集まって大きな固になり，ぞれを

ま之めたのは

・まとめた国は今のどの辺

児童の発言

。 集まって住む

a 国

・(無答)

-奈良

-そこを昔は | ・大和朝廷

・大和薮挺というものはどういうものか | ・解りません

。 どうして米を{乍るよう になると集まって住む 1" )11の近くに住む

ようになるか

-どうしてたくさんの人が住めるようになる

どうしてたくさん集まったの?

・米を作るようになる ，人々はたく集まってム

ラを作るようになる。どうしてか

・たくさん集まって住めるには何がいるか

-田に水をひくのに使う

. (無事n

-道具

。 魚をとったり ，けものをとったりするのと米 I" 米を作る方

交作るのと ，どっちの万が食糧に心配がないか

・どうして米を作る方が心配がないの

・魚やけものは自然に生れたり ，そだったりす

るのでないか

-解らない

・米は種をまいてそだてるのでないの | ・ハイ

-米を作る方が心配ないのでない

・米を{乍りたくさんとれるよう になれば ，人 々

が集まって住めるようになるのでない

-ハイ

-ハイ

(進んで答えようとせず

はかばかしくない)

。 それでは今一っききますが

大和掘が他の国付とめて一つtこしたとい う|。 解りません

が，どんなふうにするのか

。 勢いの強い国がまわりの国を集めていったと|。 文化の発達している国

教科書に寄いてあるが，勢いの強い固というの

はどういう国か

-勢いの強い固とは文化の進んでいる国?

文化の発達しているというのはどういうよ，ヲ

になっているの

・力のある固とはどう いう固か

・他の国を自分のいうとおりにするのはどんな

国か

-無答

. (無谷:) 

・(熊谷〉

-頭のよい人・あの人は力のある人だとか ，組の中でも勢い

のある人之はどういう人か

。 国 とはどういうものをいうの |。 人口や土地や同じ政治をやっているところ

-同じ政治とは?

同じ政治で治められているもの ，ぞれが国だ| ・ハイ

ね。
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調査結果の解釈

以上は ，小学校 6年の児童が学習後に把持している知識す面接の対話によって記録したものアあるが

この資料をいかに解釈するかを次に論述することVこする。

児童の把持している知識構造 ーこの研究内容から寸れば，児童が学習の結果把持している歴史につ

ての知識構造 一 いいかえれば ，ある史実あるいは史実の解釈にかLわる言語場の構造はどうなってい

るかについてみあことが ，この資料を解釈寸る観点?彦、る。言語場の概念については前に述べておいた

が，ょう 寸るに ，コトパとコ トパの連合がいかなる意味において成立寸るかということーである。

コトパとコトパの連合は，概念の成長と拡充においてまずみられる。寸なわ半、，ある概念の内容を構

成十る要素としてのコトメがいくつもあって，その総体において概念や形成している場合，先にあげた

概念の成長の図式 a = ( 3.x + a2 + a3 ...・H ・..…+ an )をもってあらわ寸ことがアきる。この点

について ，彦、る子どもは & = ( &1 )だけであり，ある子どもは a=(&1"卜匂)であり，き らに ，

a士写( &1 )の子どももある。この aヰ(a1 )の子どもは ，aそもっていても，すなわち，あるコ

トパだけを覚えていても，その意味はなにももっていない単なるコトバの丸暗記にた め，コトパは頑の

申に発音として記銘きれているにす戸ない孤立の状態である。

次に統念の拡充というコトパの連合の成立についてみる主， a三 h， aC b三 c という図式にお

いて ，&主 bという場合がまずあげられる。これは，そのコトパの内容について，たとえ a = (a1 

+ &2 )というようにもっていても ，&より上位も しく は下位の舵念に結びつかない ，すなわち， aは

bに含まれるという関係が成立しないことである。これも コトパの孤立的存在である。このような状態

で把持ぎれている知識(このようなものは本質的には知識ということができないけれども)の構造を点

構造と一応名づけておく。

この概念の成長と拡充は割断の成立を一面意味することになる。まことえば，'桜の花の色はうす紅だ'

という場合と ，'これは桜の花だ'という場合，どちらも戦断形式をもってあらわきれるが，前者は概

念の成長を意味し， 後者は紙念の拡充を意味するから ，判断の成立之い うことも ，概念の成長と拡充に

還元することができる。

判断は言語の定式 主.語+繋鰐+客語にあてはめてい老なくてはならないが ，このコ トパの定式であ

らわきれたものを丸暗記で発音し得すことして も，子どもたちの思考において 三 の関係が成立しない

かぎり，その判断は成立したとはいえないのである。

次に，概念の成長がある程度あっても ，続念の拡充がふじゅうぶlJ7)場合は，前に組s-"たようにコbパの

連合はこの意味において途切れる。 しかし，その舵念の拡充がある程度みられる子どもは，把持知識の

構造が a三 b~c 5:: d と連続しているから ，このような知識構造を一応単線構造と 名づける。この

ような言語の連合の成立は ，別ないいあらわし方やすれば'意除づけする'とし、うはたhきを意味して

いる。したがって ，単線精進は一つの視点 ，あるいは一つの側商についての意味づけができるというこ

とである。

この一つの側商について意味づけできるとい うことに対して，いろいろの視点 ，あるいは多商の側面

について意味づけできるということになる之，ある史実についての解釈がいろいろな角度からな事れ ，

いわゆる総合自制慢が可能になり，このような知織の構造を ，点 ，単線に対して網状構造と名づけるこ

とができる。

- 83 -

句、



ぎて ，このように，把持きれている子どもの勿識構造を三つに大きく分類して，この角度から，商接

の対話によって得た資料を分析-tることにする。

小学校6年の児童について調査したのは ，次の三つの内容についてである。 すなわち，

同稲作と集落発生(逮】の関係

{旬 大和朝廷の概念 ，

同大和朝廷による国康統一の過程

まず最初に 被調査者 ①の児童(以下①と略記する)についての対話を分析すると.

。国ができる.~司 800 年くらい前

国を統一したのはご高盟理豆、坊きん

六強」二人や偉い人が -奈良 、(地図では示せぬ)

~ そういう

統アれる伽ょうすご孟ξ 一一九時か悪いところがあればな肘(そういうの

朝廷の 構 成 、 蘇 我 〈聖徳太子の頃と 内容がない)

¥ 混乱山、る〕

( -)天皇の祖先 (あいまいで，確実きがない】

-D 
た・νてしを何+品々人の昔大

I
l
l
1
1
ψ

。
たてっとで槍

た
一
の

い
一
石

川
一
し

》」一をの'もけや魚や貝

米を作るようになったのはいつどろか 、 無答

↑ 
中国から教えてもらった (この角度からの意味づけはできる〕

。米作りの条件

-米守f乍るよ うになると集団で住行か

-米を作るようになるとどこに住桁か 込『 海や山や7kのある平らなところ

(5みは=が成立する。し

かし，海や山とし、 う莫然とした

ものが入ってくるので ，焦点が

ぼけて明確きふじゅうぶん)

多くの人が集って住む

↓(なぜか〕

けだものにたったひとりでは動

物に負けるから何人かしてやる

(狩猟時代のそれとが混乱して

いる〕

以上の分析からみると 111 a~ (~ ) で， aの内包が貧弱であること。
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(2) a= (~ )であっても，不確実な記銘で定着していない。

(31 茸で結びつけられないものを=で結びつける非論理性

などである。 したがって ，①の児童の把持する知識はおおれね ，個々のコ トパはも司ていても，その

聞の連合が成立していない， いわゆる点構造の知織という ように断定 してよいであλう。

以上のような点構造の知識把持の状態は ，他の@.③ ，④の児童にも共通で書、って，特に④は ，その

状態が顕著でふる。

このような点構造をもっと児設に対して ，⑩の児童の知識構造か分析すると ，

。国が統一された頃= 1 500年くらい前

lしだれ淵叶一tし山た方= 大畑和朝糠廷 カ鴻帯府附を榊滅蜘帆』ぽ肌ま孔し比た f明既有帥知識蜘カが州飢1句?

~可地方の豪撒族 ( lし，IIカか為し，すぐ思思、い出して訂正

できる可

。国の統寸 盈程について 糊JlI.採集→稲作

/L~集まって住tr
/ Lムラ→小国→続一国家

I?伝来 → 、階、
~I'Þ国(中国で一割j して表現 してきたこの段階で ， そ

~唐'
の後の学習した知識別昆入する)

。稲作の条件 必要なもの 道 具 尋 い ね を 刈ったり

川与水彩ひく =ほって作る =掘

」多くの人手がいる

るてれすが

入

学

強

者

=

一一

時

L
|〕

》
」業作団集

⑨の児童についてみると は) a = ( ~ +a2 +a3 )が成立し， 概念の成長が進んでいる。

(21 a~ b豆 C が成立し ，概念の拡充も進んでいる。

131 したがって概念形成が本質に近いものになっている。

(4;多雨的な意味つけができる。

(5) ただし ，ややもすると既有知識が多いと，それを整理するときに ，

無関係のものと結びつけるあやまちが多い ，しかし， またその訂正

も容易であ為。

以上のことかム ，この児童の知識構造は網状構造?なしていると判断してよいで私為う。このような

知識構造かもつ児童は⑨のほかに⑭ ， @がある ， ただし . ~の児童は応答カりPたく ， この調査だけでは

いかなる知'識構造か断定でさttJ.い。

①が代表する点構造の偲童と， ⑨が代表する網状構造の児童主の申間に位置するのが ，⑤ ，⑥，⑦ ，
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@の児童である。 これらの児童は⑨のような網状構造の成立ということは，必ずしもじ岬うぶんではな

い，そうかといって ，①の児童のように点構造ではなく，たとえば， a = ( ~ +az +as )のように

概念の成長は進んでいるが，ある知識内容のー側面で連合が成立 しても，他の1IIIJ南では成立しない，い

わゆる単線構造をな しているのである。

これらのことから，いわゆる理解が進れという ことは，点構造から網状構造に進trこと令意味し ，成

績の良い児童はより高次の網状構造の統合的成立ができているものといえる。

このことは中学 2年の生徒についてもいえると思う。中学 2年の分析結果については次の5に図式化

して示すから，そちらを参照きれたし、。

以上の分析考察のほかに ，今一つ注意しなければならないととがある。それは，小申学校の児童生徒

を通して気付くことであるが，成績の悪い子どもでも抽象度の高いコわ九特に価値的意味内容をもっ

ヨトパの記銘が多いということである。 しかし，その抽象度の高いコ トバの意味内容をほ主んどもって

いないことが多いのである。たとえば，

栄えていた ， はなやかだ〉平和だ，良~， ，慈し、 ，などのコトバがこの調査資料でも盛んにでてきてい

る。しかし。どのように悪いのか，どのような状態だったからはなやかたのかと聞くと ，点構造の知識

構造を示す子どもは，具体的な内容をほとんどといってよ いく らいもっていない。すなわち，三 の関

係が成立しないのである。

しかし，抽象皮の高いコトバほど一世性をもち ，したがって知識獲得の能率化に必要であるから ，指

導の場合にじ唱うぶん考慮をはらうべきではある。(この点については第四掌で事らに追求するつもり

である〕

3 中学校2年生徒の学習結果としての知識釦の構造

.中学校 2年の生徒についても，小学校 6年と同じように，学習指導後の生徒の把持している知識構造

を偲人面接の対話によって調査した。次のその調査結果を記述するが，この記述の形式は小学校のそれ

とちがって ，分析義理し，構造図式化したもの守ま識した。したがって読者はこの図式から， 2の調査

結果の解釈と同じような解釈が導き出容れることを直接知り得ると思、う。

。記載の要領について

・( • )でくくった発言は調査者のものを示し，くくられていない発言は被調査者のものをあらわ

す。

. ---+t主調査者の質問ならびに生徒の知識構造の展開や意味する。

・被調査者の順序は，まずさ学業成績中位(学級内で〕の者をあげ，ついで‘ ，下位，上位の11員に記して

ある。これは三者の比較す容易にするためであって ，調査順守示すものではない。

。。



① '被調査者 H.W 男 (中 S.D 53)←(評価段階中 了換算点53)

(小さな園をまとめたのは，統ーしたのは?)→忘れました。

(大和朝廷ではないか1

jjLcどはどういうものか〕→、人だ→個人消している

い→(天皇之の関係は3→同じだ

」一一斗(主は明係があるかヲ→豪族た宇州支配したのが大和朝廷だ

(豪族とは)→地方に権力をふるっていた人

Lc とは何か 1 →兵}1~レもっていた
し(たく iiん兵力事「もっていたのが強い豪蜘亀】→

→ハイ

(たくぎん兵力安ヰ，てるのは ，どうであるものか】→土地を多くもって

し、ナこ

大化の改新について

(豪族のもっていた私有の土地人民を公地公民にしたのね1→ハイ

~~なぜ人民をもっていたの ， 人民を私にもっているのはなぜか〕→土地を耕やしたり事せる
(大化の改新でどのように変司たか】→政治は天皇が治める、

十¥
¥公地公民 J -(となって国の力は強くなった

かヲ → 強くなる

(氏姓制度とは何をいうのか)

ム(とは ?)→濠族のこと (姓とは ?)→位守あらわす

し〈蘇我氏の姓は?)→解りま.ぜん

奈良時代の女化のようす

(奈良時代の女化の特色は?)→仏教
~ 

(そのこ λの奈良の都のようすは?)→りつぼであった，なかなか華やかであ司た

当(仏教を広めたり ，寺をたてたりするのはなぜだ為う)

仏教により国民を天皇に従わぜようとした

(どうして仏教によって従わせようと したの〕→ありがたいから

(ありがたいから ?) 

天皇と仏教は同じようにありが

たい。

句

J。。



② 被調査者 K.T 男 (下 S.D 42) 

奈良時代について

(奈良に都をさだめたのは何年のことか〕→忘れま した

し(と大化の改新とはどちらが先か】→改新の万が前

Lcと聖徳太子とはどちらが先か〕

」太子の方が為と

(奈良時代の女化は?)→栄えていた

L (どういうふうに?)→無答

(宗教と関係があるか?)→解った，キリスト教と関係がある

(キリス ト教はまだ伝わってこない)→仏教と関係がある

〈仏教が盛んだったね ，だれが盛んに したの〕→忘れた

天皇

↓(どう して天皇が感んにきれたの ?) 

他の固と仲ょくするために

フッ

(どうして〕→圏A交換カ''1.'きる

~c仏教ふム |司 じ ととな の 〕

ちがいます……'ここでゆきづまる'

(仏教を盛んにするのは園をまとめていく のに必要だか%だ〕

↓ 

(を広めるために侭かを作る必要がある ，何を作るのだろう?) 

L土器 →(伺叶るの 3→カざる

C仏像令造るのでないか〕→あっ， そうだ仏像をこ芦えるこ とだ

L".M(/T"，_H  ~~~::~:;つくる〕(ぞれかム何合つくる)→ お寺

(奈良の大仏を造ったね，なんで大仏を造ったの〕→銅

Lc誰が造ったの〕→天皇→豪族

- 88 ー

(何んでかざるの〕

4ム~ 'Ì



@被調査者 M.K 男 (上 S.D 63) 

奈良時代について

(奈良時代の女化の特色は?)→唐風文化，仏教美術

ム(の内容は?)→仏像，大仏・東大寺←国分寺の総寺である

¥、万葉一集，古輯日，日本書紀

(仏教が盛んになったのは?ヲ→天皇が政治がよくいくために仏教かすすめた

-‘ 

し(l:うして仏教会広めると国の闘がうまくいくの1

ι無答

(仏教政治には弊害もでてきたね〕→口分自に重い税すかけるので，華華民が逃亡して，律令制度が乱れ

( …  下通(とは?)→班回収授

(僧侶はどうか)→僧侶は政冶に口安入れた→道鏡→政治を思うよ号にした。

大和朝廷について

(大和朝廷とは?)→豪 族

政治について

I~( 天皇は? )→豪族のいちばん上
I / 
'-(豪族土は?)→奴や土地をもっていた者

/古墳時代に勢力を振ったもの

γ→ 豪族の中でいちばん偉い者

各地の豪族を支配した者

1也と11ど

っていたということは〕

iその領地にいた人民をしたがえる

T瓦かせて従わせる

(国守治めるということは王子うい 『ことたの?)→耽冶がおこなうこ主

(政治とは?) 

hかどうしていくとか

』関電「広めるにはl:うしたらよいかとか
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@被調査者 T.T 女 (中 S.D 4'8) 

聖徳式子の時代について

(聖徳太子のおられた頃のようすはどうでした) → みだれていた

てどんなぐあいにみだれていたの?i ，→人身が争っていた

Lc人々とは?i→豪族に従円ていた人

手下がどうして争うの?) 

↓収一jb市った

(どんなことがなされたか〕→仏教か人々にす Lめた ! 

ミ 酌舗 が仲よくするよう止
一 '

憲法十七条をつくられた l 

('争った中でいちばん強い豪族は ?i 

↓j藤原氏

大化の改新について

(改新の中心になった人はだれて寸か〕→藤原鎌足
1 

し(酬をおこなっfこ中心のねらいはì~んな押等になるようにする

(平等になると いうことがあムわれるのは?) 

律令制度 → 〈の何か〕

μ公民

------ー
---〆

-------(とはなに青いうのか?) 

τ
乙

ザ

hv
〆
¥っか地土の国・カ

1
J

人

?

才

の

才

6

上

日

↓

以

2

才

(

n

U

4

 

@ 被調査者 H.H 女 (下 S.D 42) 

史実の時間的前後について

(ひみこと聖徳太子とではどちムが昔の人ですか7→ひみこの方がふるい

(聖徳太子とゆ大兄皇子では) →聖徳太子の方

(大化の改新と大宝律令はどちムが先〕 → 大宝律令があと

(大宝律令と奈良の都では〕 4 奈良の者sの方があと

一 ?日一



聖徳太子の時代について

(太子のおられた頃の世の申のようすはどう でした〕→仏教が盛んでした

L→(平和でしたか〕 → ちがう ，平和でなかった

↓(どんなふうに平和でなかったか〕

↓争いがおこった

↓(だれが争ったの〕

;解ムたい

(豪族とはど川、う ものて寸か 〕→勢力のある人

L(勢力の叫人とは)→土地人民を支配していた人

(↓とは?) 

↓解らない

(大イ十の改新で幸、らためられた税はどんなものですか〕→ 品物で納めた

し絹や米

Lcこれだけか)

(租とは ?)→米

(簡とは ?)→無答

(腐とは?) → 布

@被調査者 U. S 女 (上 S.D 60) 

大化の改新について

大化改新がおこなわれたのはいってすか〕→凸 45年

(班田制とはどういうしくみて寸か】 → 天皇が土地を与えて ，その土地から何割かの税守主 った

(何才になると与えたの〕 → 6才

( )!れだけの広言の士地】→ 2段 ，女子はその

3分の 2

(このような土地人民ψ何んと いいました〕→公地，公民

(なぜこのようにしたのかヲ → 天皇中心の政治にするため

(撃練太子が仏教やすすめた理由は ?) →豪族がおのおのの氏将司ド信じていたのや ，仏教か信ず

ることによって統一する

仏教の教えは皆な平等で・あるというこ2こだから
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奈良時代の文化!とついず

f奈良駒tの文化のJーまどうか?) 

fT~4まどうし匂)

噌民の申弛け町人が多かった

かなくなる

に逃げる
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ごす似ていた

『仏教が竿んであ勺た

」ベと・んなふ5に?) 

'仏像?っ〈ったり

お等争盛んtr-ず
たてた

ー+農民

荘園

し(FRの生活はEうか】

』農民のさ生活も主主阜昔、ー
心(たれご明百おまし、

一二二笠主遭い
(どのように重い弘、

'01- Iーー{米を納め

:労働力を

出すから




